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　In　this　investigation，　sensory 　evaluation ，　clothing 　pressure，　and 　EMGwere 　used 　to　determine　the　in−

fluence　that 　different　sleeve 　widths 　have　on　arm 　movement ．　Subjects　were 　5　healthy　university 　stu −

dents　 aged 　21　 to　24　 years，　 Three　different　 sleeve 　widths 　 were 　compared 　〔A ： upper 　 arln

circumference 十 11cm ，　B二 upper 　arm 　circumference 十 7cm ，　C： upper 　arm 　circumference 十 3cm ）．　Five
types 　Qf 　upper 　limb　movements 　were 　measured ．　The 　result 　of 　ANOVA 　for　sensory 　evaluation 　of　sleeve

w 三dths　was 　significant　at　the　O，1％ Ievel，　 with 　narrower 　sleeve 　widths 　ranking 　lower、　The 　 result 　of

ANOVA 　for　maximum 　clothing 　pressure 　for　the　upper 　arm 　circumference 　of 　sleeves 　was 　signi 五cant 　at

出 eO ．1％ level，　with 　narrower 　sleeve 　widths 　showing 　higher　clothing 　pressure．　The 　result 　of 　ANOVA

for　EMG 　Qf　sleeve 　widths 　was 　signi五cant 　at　the　5％ leve五，　For　abduction 　movement ，　the　deltoid　muscles

activity 　increased　in　proportion 　to　a　decrease　in　steeve 　width ．　A　high　correlation 　was 　obtained 　between
the　sensory 　evaluation 　and 　tnaximum 　clothing 　pressure．　It　was 　shown 　that　maximum 　clething 　pressure
on 　the　upper 　arm 　circumference 　affected 　the　sensibility　of　motion 　adaptability ，

　　　　　　　　　　 　　　　 （Received 　July　7，2007；Accepted 　in　revised 　form　October　6，2007）
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　1．緒　　言

　衣服 の 快 適性 を大 きく左右する要 因の ユつ と して 衣

服 の 動 きや す さが挙 げ られ る．日常着用す る衣服 で は

体型 へ の適応性だけ で な く，動 きや すさ，即ち動作適

応性が満た さ れ る必要が ある．衣服の動作適応性 を評

価する方法 として は，着用者に よ る主観的な評価 と機

器 測定 に よる客観 的 な評価 とがあ る
1 ），既 存 の 研究で

は ，上半身用衣服 に関 して ，官能評価 に よる主観 的 な

評価
Z 〕

，衣服圧 や 重心動揺測定装置に よ る客観的 な評

価
3＞4）

などが 行わ れ て い る が ，両者の 関連性 に つ い て

検討 した もの は あまり見 当た らな い ．猪又 らは こ れ ま

で に
， 下半身用衣服 に よ る動作拘束や 長時間拘束，ま

た素材 の 異な る ジ ャ ケ ッ トに つ い て官能評価 と筋電図

か ら評価 し，衣服 の 動作適応性に つ い て 示唆 を得 て い

る
5 ト 71

，

　本研究で は，上半身用衣服の 「きつ い ・ゆ る い 」の

感覚に大 きな影響 を与え て い る袖幅 の ゆ と り
2 ）

を要因

とした着用実験 を行 い
， 主観的 な評 価 と 客観的な評価

とで検討 し，両者 の 関連性に つ い て も考察 した．評価

に は ，着用者に よる官能評価 ，衣服 と人体 の 接触圧 で

ある衣服圧，動作時の筋活動 を捉 え る筋電図の 3 手法

を用 い た ．
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　　　　　図 1．実験服作製の た め の 原型

袖幅 の ゆ と り ：a ＝上 腕最大囲 ＋ llcm ，　 b＝上 腕最大囲 ＋ 7

cm ，　 c＝上 腕最大囲 ＋ 3cm

胸囲 の ゆ と り ：d＝ （胸 囲 ＋ 10cm）／2
袖 ぐ りの 深 さ ：e＝胸囲／4
袖丈 ：（肩先点 か ら肘点 まで の 長 さ）

− 2cm

　2．方　 　法

　袖幅の ゆ と り量 の 差異が 上 肢動作に与える影響につ

い て 着用実験を行 い ，衣服 の 動作 適応性 に関する主観

的な評価 と客観的な評価 に つ い て ，以下 の 方法で検討

した ．着用者 は，21〜24 歳の健康な女子大学生 5名

で ある （平均 ：身長 163．1cm ，胸囲79．6　cm ，上腕最

大囲 24．3cm ， 体 重 49．5kg）．全 国値
B ，

（平均 ：身長

158．2cm ，胸 囲 82．2cm ，上腕 最大 囲 25．3　cm ，体重

51．4kg ）と比 べ る と，身長は 5％ 水準で 有意 に高 い

もの の ，そ れ 以外 の項 目で は差が 認め ら れ なか っ た ．

　（1） 実験服 の 設定

　実験 の 要因 は 「袖幅 の ゆ と り」 で
， 3水準 （実験服

A ：上腕 最大 囲＋ ll　cm ，実験服 B ：上 腕最大囲＋ 7

cm ，実験 服 C ：上腕 最大囲 ＋3cm ）に 設定 し た （図

1）．実験服は半袖，衿な し，前開 きの ブラウ ス で ，各

着用 者の 身体計測値を基 に Y 式
9 ｝

を用 い て そ れぞれ

の 体型 に合 わ せ て 製作 した．用布は，平織 りの 厚地 シ
ー

チ ン グ （素材 ：綿 100％，厚 さ ：0．38　mm ，糸密度 ：

タ テ 23．6 本／CM ， ヨ コ 24．6 本／cm ，伸 び率 ： タ テ

8．7％ ，ヨ コ 8．6％）で ある ．な お ，伸び率は テ ン シ ロ

ン 試験機 に よ り，試験片幅 25mm ，つ か み 間隔 100

mm ， 引張速度 300　mm ／min の 条件で測定 した．

　 （2） 実 験条件

　実験動 作は，右上肢 5 動作 （90 度前挙，180度前挙，

90 度側挙，180度側挙，最大後挙） と し た．着用者は

測定前 に こ れ ら 5動作 の 練習 を行 い ，そ の 後，官能評

価 ， 衣服 圧 ， 筋電 図 の 測定 を行 っ た ，5 動作 の 順序は

一
定 と し，実験服 ご とに立位 に て 2 回繰 り返 し行 っ た．

官能評価 で は い ず れ の 動作 も着用者の 自由 な速度で 行

わせ たが ，衣服圧 と筋電図の 測定で は 条件を一定 とす

る た め に ，動作時間を設 定 した ．90 度前挙，90度側

挙，最大後挙で は約 8秒間，180 度前挙，180 度側挙

で は約 12秒間かけ て ，それぞれ立 位正常姿勢か ら上

肢の 上 げ下げ動作を行 っ た．なお ，衣服圧 の 測定で は

動作後 の 圧 の 変化を観察する た め に ，い ずれ の 動作 も

上肢 をあげた後，そ の 姿勢を約 6秒間維持 した．また，

筋電図 の 測定 で は被験 筋へ の 影響を考慮 して ，手掌 の

方向や握 り方を統
一

するため に ，同形の 空 の U ペ ッ

トボ トル を持たせた ，衣服圧，筋電図の 測定で は，い

ずれ の 動作 も実験者が 着用者の 目の 前で模範動作 を行

い なが ら測定 した ．

　〔3） 官能評価

　 静止時 の 拘束感 と動作時の 動 きや す さに つ い て ，着

用者が 評価 した．拘束感で は tt

“

身頃
”

，
“

袖 ぐり
”

，
“
袖幅

”
，

“
ブ ラ ウ ス 全体

”
の 4 項 目 に つ い て 「1 き つ

い ・2 やや きつ い
・3 ち ょ うど良い

・4 やや ゆる い ・5

ゆ る い 」 の 5 段階か ら回答 を得た．動 きやす さで は，

右上肢 5 動作に つ い て 「1動 きに くい ・2 や や 動 き に

くい ・3 どちら とも言え な い ・4 や や動 きやす い
・5

動 きやす い 」 の 5段階か ら回答 を得た ．なお，動 きや

す さで は い ずれ の動作 も上肢下垂状 態 か ら始め，1 動

作 終 了 ご とに評価 させ た．実験 服 の 着用順序は ラ ン ダ

ム で あ る．得 られた データ に は ，そ れ ぞ れ 1〜5 まで

の 評定尺度値を与え て解析 した ，

　（4） 衣服圧 の 測定

　 エ ア パ ッ ク式接触圧測 定器 AMI3Q37 −2　B ，デ
ー

タ

コ レ ク タ AM −7052，　 プ ロ グ ラ ム ソ フ ト AMS −

7006WIN 　Ver．7．2 （エ イ エ ム ア イ ・テ ク ノ ）を用 い て

1秒毎 に記録 した．エ ア パ ッ クの 大 きさ は ，直径 約

20mm ，厚 さ約 1mm で あ る ．測定位置 は ，右上腕最

大 囲上 に お ける側方 と後方の 2 箇所 とした．なお，予

30 （30）
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備実験 に お い て セ ン サ
ー

の 取付 フ ィ ル ム （40mm 四

方〉が実験に影響を与え る場合があ っ たため，本実験

で は こ れ を取 り除き，皮膚 とセ ン サ ー
の 中心を 5mm

角の 両面 テ
ー

プで 直接 固定 して 測定 を行 っ た ，

　（5） 筋 電図 の 測定

　電極 とア ン プが
一

体化 した EMG 検出セ ン サ
ー

を用

い て ，右上腕三角筋の前部，中部，後部の 3 箇所を双

極表面電極法に よ り同時に導出 した ．また
， 解析 の 補

助と して ， 電気 2 軸角度計 に よ る 右肩 関節 角度 の 測定

も同 時 に行 っ た ． 測 定 及 び 解 析 に は TRIAS　 Ver．

1．252 （デ ィ ケ イエ イチ ） を用 い た，得 られ た デ ータ

は，全波整流の後，積分 （iEMG ） し，動作所要時間

に よ る 影響 を 除 くた め に 平均 筋電 図 （mEMG 　l

mEMG ＝・iEMGIem作時間）を算出 した．なお ， 筋電

図 は 筋 肉の 発 達状 態や脂肪 の 量な ど，個人 の 身体状 況

や 電極 の貼付位置に よっ て 得られ る デ ータ に差 があ る

こ とを考慮 し，実験服 A の mEMG を基準 に，実験服

B と実験服 C の mEMG を実験服 A の mEMG で 除算

し
， そ の 比率 に よ っ て 解析 を行 っ た ，

　 また，衣服圧 と筋電 図の 測定時に は，分解能 30 コ

マ ／s の デ ジ タ ル ビ デ オ カ メ ラ に よ る 正面 と側面 の 2

方向か ら の記録撮影 も同時に行 っ た ．

　  　統計処 理

　官能評価 ，衣服圧 ，筋電 図 の 測定 で 得 られ た デ
ータ

は ， SPSS　12．OJ を用 い て 統計処 理 した．静止 時の拘

束感で は 「着用者」，「袖幅の ゆ と り」を要因とした 2

元配置 （対応の な い 因子 と対応の ない 因子）の分散分

析 と多重比較，そ れ 以外で は 「着用者」，「袖幅 の ゆ と

り」，「動作」を要 因と した 3元配置 の 分散分析 と多重

比較 を行 っ た．

　 3．結果 及び考察

　（D　官能評価に よ る動作適応性の評価

　静止時 の 拘束感 に 関す る 官能評価 の平均値 を図 2 に

示す．なお，袖 ぐりに お ける実験服 C は，平均値が

ユ，0，標準偏差が 0．0 で あ っ た ．分散分析の 結果，
“

身

頃
”
，
“
袖 ぐり

”
，
“
袖幅

”
，

“
ブ ラ ウ ス 全体

”
の 全項 目で

「袖幅 の ゆ と り」 が有意確率 5％以下 で 有 意 とな っ た，

従 っ て，袖幅の ゆと り量 の 差異が
“
袖幅

”
の 「きつ い ・

ゆ る い 」 の 感 覚だ けで な く，
“
身頃

”
や

“
袖 ぐり

”
，

“

ブ ラ ウ ス全体
”

の拘束感 に も影響を与えて い る こ と

が わか っ た．

　動作時 の 動 きやす さ に関す る官能評価 の平均値 を図

3 に 示す ．分散分 析の結果，「着用者」，「袖幅の ゆ と

54321

5432

且

　 ＊

一

．、　 ．
韻 壟．’・七・、’．’・’．、． ．
咆甑ず’．’・’，毛．、r’・’．’幽、．、．♂．’・，、．、，’・’・’■、． ，’・’・

実験服 A 　実験服 B 　実験服 C

　 　　身 頃

　 　 串＊＊

pm
「
一

「 「
一一

「

実験服 A 　実験服 B 　実験服 C

　 　 　 袖 幅

5432

且

5432L

　 　 ＊＊＊

一

　 　 　 一

実験服 A 　実験服 B 　 実験齦 C

　 　 　 袖 ぐり

　 　 ＊＊＊

一

　 　 　 一

実験服 A 　実験服 B 　実験服 C

　 　ブラウス 全体

評価 ： 1きつ い ，2 ややきつ い ，3 ちょうど良い ，4 ややゆ
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p く 0．05，＊ ＊

p く0．Ol，＊ ＊ ＊

p く0．001

図 2，静止時の 拘束感 （平均値 ・標準偏差）
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評価 ：1動きにくい，2 やや動きに くい ，3 どちらと

も言えない
，
4 やや動きやす い ，5動きやすい

図 3．動作時の動 きや すさ （平均値）

り」，「動作」の 全要因が 0．1％水準で 有意 とな っ た，

「袖幅 の ゆ とり」 に つ い て の 多重比較で は，実験服 A

と実験服 B ，実験服 A と実験服 C，また実験服 B と

実験 服 C の 全 て の 組合 せ にお い て 0．196水準 で 有意差

が認め られた．従 っ て，袖幅の ゆ と り量 の 差異が衣服

の 「動 きに くい ・動 きや す い 」の感覚に影響を与え て

（31 ） 31
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図 4．上肢動作時に おける最大衣服圧 （平均値）

い る こ とが わか っ た ．実験服 ご とに動 きやす さの 評価

を見 る と ， 実験 服 A で は い ず れ の 動 作 も評価 の 平均

値が
“
4
”

以 上 とな っ て お り，動 きやす い こ とが わか

る ．実験服 B で は 180度前挙，180度側挙が 平均値
“
3
”

前後で ある もの の ，そ れ以外で は
‘‘4 ”

前後の 評

価が得 られ て お り，動 きやす い と言 える で あろ う，一

方，実験服 C で は ほ と ん ど の 動作が最低 の
“
1
”

に

近 く，動 きに くい こ とがわかる，衣服の 「動きや す さ」

の 感覚は布の 伸び や す さ に依存する と考え られ る が ，

本実験で 用い た 平織 りの 厚地 シ ーチ ン グ の よ うに伸縮

性 の 少な い 布の 場合 ，動 きやす い とされ る袖幅 に は 上

腕最大囲に 7cm 以上 の ゆ とりを加える必要があ る と

考え られ る．

　（2） 衣服圧 に よる動作適応性の 評価

　衣服圧 は平均値よ りも最大値の 方が ， 身体へ の 負担

感 に影響 を与 える
1°〕

こ と か ら，本実験 で は各動作時 の

最大衣服圧 を取 り上 げ，解析 を進め た．図 4 に，上腕

側方 ・後方に お ける各動作時の 最大衣服圧 の平均値を

示す．分散分析 の 結果，上腕側方 ・後方共に 「着用者」，

「袖幅の ゆ と り」， 「動作」 の 全 要因が O．1％ 水準 で 有

意 とな っ た．「袖幅の ゆ と り」に つ い て の多重比較で

は ，上 腕側 方，上腕後方共に実験服全 て の組合せ に お

い て 0．1％水準で有意差が 認 め られた．従 っ て ，袖幅

の ゆ と り量の差異が最大衣服圧 の 大 きさ に影響を与 え

て い る こ と が わ か り，袖幅の ゆ とり量が小 さ い 程，最

大衣服圧が大 きくな る こ とが示され た．また，動作別

に見る と，上腕側方で は い ずれ の 実験服 も 180度前挙，

180度側挙 にお い て最 大衣服 圧が大 きくな っ たの に対

し，上腕後方で は 全 て の 実験 服 に お い て 90度側挙 の

最大衣 服圧 が小 さ くな っ た．こ れ は，測定部位 の ブ ラ

ウ ス の 布が動作 に よ っ て 身体か ら浮い て し ま っ たた め

　 0

艮0

（lcPa）
　 8

6

4

2

0

30 60 90 120
（秒 ）

90度 前挙 180度前挙 90度 側挙 180度側 挙 最 大後 挙

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （着用 rCI）
　 実験服A 　

一
実験服B 　

・一・・
実験服 C

図 5．上肢動作時に お ける 上腕側方の 衣服圧 の変化例

と推測され る ，

　図 5 は ， 上肢動作時 にお ける上腕側方 の 衣服圧 の 変

化例 を現 した波形 で あ る．い ずれ の 波形 も各動作 と共

に最大値 を示 した後，減少す る傾向が見 られた．こ れ

は ，上 肢動作 をする こ とで 袖 と上 肢 との位置関係が 変

化 し，
一時的に強 い 圧が かか っ た状態 となる もの の ，

そ の 後 ， 衣服が さらにずれ，また体表面 も変形す る た

め，い わ ゆ る衣服が人体に な じんだ状態 とな り，衣服

圧 が 減少 し た と考え ら れ る．今回の 実験 の 結果 ，こ の

減少の 程度は 袖幅の ゆ とり量が 少な くな る に つ れ て 大

きくな る こ と が わ か っ た．

　（3） 筋電 図に よ る動作適応性の評価

　図 6 に，各動作時の 上腕三 角筋の筋活動量 の 平均値

と分散分析 の 結果を示す．分散分析の結果，前部で は

「袖幅 の ゆ と り」が有意 とならなか っ た もの の
， 中部

と後部 で は 「袖幅 の ゆ と り」が有意確率 1％以下 で 有

意 とな っ た．従 っ て，三角筋の 中部 と後部 で は，袖幅

の ゆ と り量の差異に よ っ て筋活動量が異 な る こ とが わ
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分 散分析 の 結果
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図 6，上 腕三 角筋 の 筋活動 （mEMG ）一実験服 A を基

　　 準 と した場合 の 比率
一

か っ た，石垣 と猪又
ア〕

に よる と，衣服の拘束に よる筋

活動量 の 変化に は，以下 の ような タイプがある と考え

られ る，タ イプ 1 ：袖幅の ゆ と りが 小 さい 程，筋活動

量が 大 きくなる，即 ち，衣服 の 拘束に対抗 して 筋活動

量が大 きくな る．タ イプ H ：袖幅 の ゆ と り量 が小 さい

ため に 衣服に よる拘束が生 じ，動 きに くい の で動作変

化が起 こ り，その 結果 と して 筋活動量が減少する，今

回の 着用実験 の 結果 に お い て も，こ れ ら タ イ プ 1 と タ

イプH が混在 して い た，表 1 は 三角筋中部 の 各動作 に

お け る 筋活動量 の 変化 パ タ
ー

ン を見 た もの で あ る ，こ

れ に よ る と，90 度前挙，180度前挙で 多か っ た パ ター

ン は B ＞A ＞ C で それぞ れ 30％ で あっ た，90 度側挙，

一
：出現 な し．その 他，B＝C ＞A ，　 A ＞B＝C，　 A ＝C＞

B
，
B ＞ A ＝C は 中部 に お い て 出現 な し．

180度側挙で 多か っ たパ タ ーン は C ＞B ＞ A で それ ぞ

れ 80％ ，50％ で あ っ た．最大後挙で 多か っ た パ タ ー

ン は B ＞ C ＞ A で 40％ で あ っ た ．従 っ て
， 側挙 動作は

タイプ 1 ，前挙及び後挙動作は タイプ n に相 当す る と

考え られ る。衣服の拘束に よ っ て動作変化 が起 きて い

る と考 えられ る前挙及 び後挙動作 に つ い て ビ デ オ画像

で観察 した 所 ，上 肢動作の変化が 確認さ れ た （図 7）．

タイプ 1 と考えられ る C＞ B ＞ A の 着用者で は 実験服

に よる動作変化は見 られなか っ たが ，タイプ ［ と考 え

られ る B ＞ C ＞ A の 着用者で は袖幅の ゆ と り量 が小 さ

い 実験 服 C に お い て ，上 肢が 体幹か ら側方 に離れ る

とい っ た動作変化が観察 された，一般的なセ ッ トイン

ス リ
ー

ブ の 場合 ，袖 は 身頃 に 対 して 側 方 に離れ た斜め

下 向き に付い て い る ．従 っ て ，上肢が体幹 に 近 い 位 置

に ある 時 よ りも，体幹か ら側方に離れた，即 ち袖の付

い て い る 方向に 上 肢 が 位置す る 時 の 方 が 袖の 拘束に よ

る生体負担が小 さい と考え られる。今 回 ， 前挙及 び 後

挙動作で 見 られ た図 7 の ような動作 変化 は，袖 に よる

拘束か ら生体負担 を軽減 しようとする 反応 に よる もの

と考え ら れ，そ の た め に ，こ れ らの動作 に お い て 袖幅

の ゆ と り量が小 さ い 実験服 C の 筋活動量が 小 さ くな

る 人が多か っ た と推測 される，こ の よう に ， 筋 電図か

らは衣服 の拘束 に よる動作の変化 を捉 える こ とが で き

た ，

　（4） 官能評価，衣服圧 ，筋電図 の 関連性

　主観 的評価 で あ る 官能評価 と，客観的評価 で ある衣

服圧，筋電図との 関連性 を見るため に，それ ぞれ で 得

られた各動作 2 回分の測定結果の平均値 を算出 し，着
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図 7．衣 服 の 拘束に よ る 上肢動作 の 変化

一ビ デ オ画像及び 上腕三 角筋の 筋活動 よ り
一

表 2．官能評価 と最大衣服圧 の 相関係数

着用 者 1　 着用 者 2　着用 者 3　着用 者 4　 着用 者 5

Pearson の 相関係数　
一

〇．711　 − O．831　 − O．723　 − 0．742　 − O．878

上 腕 側 方 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＊＊

　　　　　有意確率 （両側〉
　　　　　　　　　　　　　　 （0。003＞

　 ＊＊＊　　　　　　　 ＊ ＊

（0．000）　　　（0．002）

　 ＊ ＊ 　 　 　 　 　　 　 　 　 ＊ ＊ ＊

（0，002）　　　（0．000）

　　　　　Pearson の 相関係数

上腕後方
　　　　　有意確率 （両側）

一
〇．686

　 ＊ ＊

（0．005）

一
〇．841

　 ＊＊ ＊

（O．OOO）

一e．48i

（0．069＞

一〇。634
　 ＊

（o．011）

一
〇，59ユ

（0．020）

用者 ご と に各々 の 相 関 につ い て検討 した．そ の 結果，

官能評価 と最 大衣服圧 との 間 に 相関が認め られた （表

2）．官能評価 と最大衣服圧 上腕側方との 間に は，全着

用者に お い て 相関が 認め られた （r ＝ − O．711〜− O．878）．

また
， 官能評価 と最大衣服 圧上腕後方 と の 間 に お い て

も相 関が認 め られ た （F
− 0，591〜− 0．841）．官能評

価 にお い て 最 も評価が高 く，動 きやす い と され た実験

服 A の 最大衣 服圧 の 平均値 を見 る と，上腕 側 方 で は

0．503 （± 0．427）kPa，上腕後方で は O．675 （± O．469）

kPa で あっ た．次に動きや すい と評価 された実験服 B

で は
，

上 腕 側方 が 1．560 （± 0，885）kPa，上 腕後方が

1．596 （± 1．045）kPa で あ っ た，そ して ，最 も評価 が

34 （34）
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低 く，動 きに くい とされた実 験 服 C で は，上腕 側方

が 3．280（± 1．669）kPa，上腕後方 が 2．451 （± 1．309）
kPa で あ っ た，以上 の こ とか ら，上半身用衣服 の 「動

きに くい ・動 きや すい 」 とい っ た感覚に ，最大衣服圧

が影響 を与えて い る こ とが わか り，動作適応性 の 客観

的評価 尺度と し て の 衣服圧 の 有効性 が 示 さ れ た ．

　
一

方 ，官能評価 と筋電 図 との 間 には相 関が認 め られ

なか っ た．こ れは，前述 したように ，衣服 の 拘束に よっ

て 上肢動作が 変化 し，袖幅の ゆ と り量が小 さい 実験服

C に お い て筋活動が 小 さ くな る場合 もあっ た た め と考

えられ る，

　 4．要 　　約

　袖幅の ゆ と り量の差異が 上肢動作に 与え る影響に つ

い て着用 実験を行 い ，動作適応性に 関 して官能評価，

衣服圧 ，筋電図 を用 い て 検討 した ．着用者は ，2ユ〜24

歳 の健康な女子大学生 5名で あ る．実験 の 要因は 「袖

幅の ゆ と り」 で 3水準 （実験服 A ：上 腕最大囲＋ ll

cm ，実験服 B ：上 腕最大囲 ＋ 7cm ，実験服 C ：上 腕

最 大囲 ＋ 3cm ）に設 定 した ．実験動作は右上肢 5動

作 で あ る ．

　主 な結果は次 の 通 りで ある．

　（1） 静止時の拘束感に つ い て の 官能評価で は，分散

分析 の 結果，
“
身頃

”
，

“
袖 ぐり

”
，

“
袖幅

”
，

t‘
ブ ラ ウ ス

全体
”

にお い て 「袖幅 の ゆ と り」 が有意 と な っ た ．袖

幅 の ゆ とり量 の 差異が
“
袖幅

”
の 「きつ い

・
ゆる い 」

の 感覚だけで な く，
“
身頃

”
や

“
袖 ぐり

”
，
“
ブ ラ ウ ス

全体
”

の拘束感に も影響 を与え て い る こ とが わか っ た．

　  　動作時の 動 きやす さに つ い て の 官能評価で は，

分散分 析 の 結果 ，「袖幅 の ゆ と り」が有意 と な り，袖

幅 の ゆ とり量が小 さい 程，動 きやす さの 評価 が低 くな

る こ とが わか っ た ．

　（3） 上腕部に お ける 最大衣服圧で は ，分散分析の結

果 ，「袖幅 の ゆ と り」が有意 とな り，袖幅の ゆと り量

が小 さい 程，上腕部 の 最大衣服圧が大きくなる こ とが

示 され た．

　（4） 官能評価 と最大衣 服圧 との 間 に相関が認 め られ

（r＝− 0．711〜− O．878），「動 きや すさ」の感覚に 上腕

部 の 最大衣服圧 が影響 を与え て い る こ とが わか っ た ．

　  　筋 電 図 で は 分散分析の 結果，「袖幅の ゆ と り」

が有意 とな り，側挙動作 にお い ては袖幅の ゆ と り量が

小 さ い 程，三 角筋 の 筋活 動が大 きくな る こ と が示 され

た．
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